





















あった。第 1 は 1949 年の中華人民共和国（当
時は「新中国」と呼びならわされた）の成立
であり，第 2 は 66 年の文化大革命であり，第
3 は文革のさなかの 71 年から 72 年にかけて
の米中接近及び日中国交正常化であり，第 4
































































した現実政治の試練とは，第 1 は 1950 年の講
和問題であり，その大半が全面講和論を主張

















































































































































































































































































































































































































































































で日本映画が上映され，80 年に NHK 特集『シ
































































6 月 4 日に，人民解放軍を出動させて鎮圧し
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